
 

 

リーフレット・事例集（案） 

外国にルーツをもつ児童生徒 受入れ・共生のための 

はじめの一歩 
これまで、外国人児童生徒受入れの手引や、日本語教材等については、文部科学省や多くの自治体

から、いくつも発行されている。そのため、今回のリーフレット・事例集については、「事例」にこ

だわり、愛知県内の先生方が実践している支援・指導内容を紹介することとした。リーフレット・事

例集を通して、県内の取組を知ることは、外国人児童生徒を受け入れる先生方にとって「自分ができ

ること」「自分がするべきこと」等をつかむヒントにつながると考える。 

 

【工夫１】 外国にルーツをもつ児童生徒や、その保護者、教員等が困難さを抱える事例を「受入れ準

備」「編入・転入時の面談」「日本語指導・教科指導」「保護者との連携」「共生・アイデンテ

ィティー」の５つに分類し、精選した２１例の取組事例を見開き６ページにまとめた。 

 

Ｐ１ 受入れ準備 Ｐ２ 編入・転入時の面談 Ｐ３ 日本語指導・教科指導 

事例１ 受入れ体制づくり 

事例２ 担任の準備  

事例３ 日本語指導担当の準備 

事例４ 面談で聞き取ること 

事例５ 面談で伝えること 

事例６ 日本語指導教室の運営 

事例７ 日本語指導の内容  

事例８ 教科の学習等での支援 

事例９ 日本語学習の大切さ 

Ｐ４ 日本語指導・教科指導  Ｐ５ 保護者との連携 Ｐ６ 共生・アイデンティティー 

事例 10 在籍学級での授業 

事例 11 授業に参加するための支援 

事例 12 学習意欲を向上させる支援 

事例 13 特別支援教育 

事例 14 家庭との連絡方法 

事例 15 保護者の学校参加  

事例 16 進路相談の進め方 

事例 17 家庭内でのコミュニケーション  

事例 18 悩み相談 

事例 19 学級での関係づくり 

事例 20 友達とのトラブル 

事例 21 アイデンティティーを確立する  

 

【工夫２】 教員が手に取りやすいよう、リーフレットの文 

章量を減らし、イラストを多く使用した。 

                      （資料２－Ａ） 

【工夫３】 外国人児童生徒の受入れ経験が少ない教員の質 

     問を掲載することで、散在地区の学校で活用でき 

       るものとした。        （資料２－Ｂ） 

【工夫４】 質問に対する取組事例を簡潔に一文でまとめ、 

読みやすくした。       （資料２－Ｃ） 

【工夫５】 詳しく知りたい教員のために、リンクボタンと 

二次元コードで事例集にジャンプできるように 

した。            （資料２－Ｄ） 

【工夫６】 「面談時 便利シート」の文書データをダウン 

ロードできるようにした。   （資料２－Ｅ） 
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【工夫７】 事例集上段の「このような対応をしまし 

た」で、実際に行った支援・指導を具体的に 

紹介し、下段の「ポイント」で、取組事例を 

価値づけたり、整理したりすることで、教員 

が支援・指導を進めていくヒントとなる資 

料にした。       （資料３－Ａ） 
 

【工夫８】 「もっと知りたい」では、文部科学省や愛 

知教育大学等が作成した様々なコンテンツ 

につながることができるよう、リンクボタ 

ンと二次元コードを掲載した。 

（資料３－Ｂ） 
 

【工夫９】 リーフレットを多くの教員に活用しても 

らえるよう、様々な閲覧・印刷形式を準備し 

た。 

①Ｗｅｂ版（ハイパーリンク付きＰＤＦ） 

②印刷版１（全てのページＡ４ 32頁） 

③印刷版２（リーフレットのみＡ３裏表２枚） 

 

 

本日の協議 

 

  リーフレット・事例集（案）は教員にとって活用しやすいものとなってい     

るか。また、よりよくするための改善点はないか。 
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